
【細施策シート】 担当部局 保健福祉部

令和６年度　　事後評価シート
施策 29大規模災害に備えたまちづくり

K　G　I
①災害想定死者数

　【基準値】16,032人（平成25年）【目標値】2,439人

Ｋ Ｇ  Ｉ

災害時の保健医療福祉に係る支援チーム数（要配慮者支援チーム、DMAT、DPAT）

KGI種別 上がると良い指標 R  5  年  度

R  4  年  度 目標値 74 チーム 目標値 97 チーム

R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

83

細 施 策 29_04 災害時の救助・保健・福祉体制の整備　※災害時医療・介護関係も含む。 施策KGI ①
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要因分析

【必須】

【要配慮者支援チーム】

能登半島地震の際の活動実績などを研修会等で周知したこと等により増加してきている。

【DMAT】

限られた受講枠の中で新規受講だけでなく、異動や退職に伴う欠員補充のための受講に充てざるを得ない状況が生じてお

り、新規チームの組織が鈍化した。

【DPAT】

精神科医、看護師、業務調整員を含めた３名以上での構成が必要であり、医療機関における人員確保が難しい。

見直し方向性

【必須】

【要配慮者支援チーム】

目標値には届いていないものの、引き続き各種研修を実施して周知・啓発に努めることでKPI目標を達成できると考えている

ことから、８年度予算においても取組みを維持する。

【DMAT】

DMAT隊員認定の機会を増やすため、継続して都道府県DMAT研修を実施するほか、同研修を、DMAT指定医療機関にも案内

するなど、欠員補充による受講枠確保にも活用し、新規DMAT養成枠を確保する。

【DPAT】

７年度の執行方法や８年度予算の見直しは想定していない。
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